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1.は じ め に
炭素は,原子量がほぼ12からなる,原子番号 6番の元素である｡和名では,｢炭のもと｣と記 し,英
語名カーボン (carbon)はラテン語の ｢木炭｣が語源である｡炭素元素は結晶化 し,炭 ･白墨 ･ダイヤ
モンドなどさまざまな形状をとりうるが,たいていは水素,酸素,窒素,イオウ,リンなどと結合して
























































物 ･カビ･微生物が十分に発達 ･進化 していなかったのであろう｡シロアリの出現は,Cretaceus
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0.0365%となり,地表上の温度は3.0℃ 上昇した｡このままだと2100年には0.0780%にまで増加し,








































林 :炭素循環 むかし･いま ･みらい
20%程度の炭素固定速度しかないそうである｡ しかしながら,樹木の葉は草本植物と同じレベルの光合
成関連酵素活性,電子伝達能力および生化学的機能を保持 しており,何故固定 レベルが低いのかが謎で









スギのゲノムサイズは約 6×109-1×1010とヒトの 2倍から3倍,マツは 2×1010とヒトの10倍近 く









ニュージーランドで も EST プロジェク トが進んでお り8),現在 までにラジア一夕マツから30万ク
ローン,ユーカリから10万クローンの ESTデータが蓄積されている｡
スウェーデンでは,ポプラを研究材料として EST プロジェク トが進んでいag)｡今 日までに,(活動
期および休眠期の)形成層,幼葉,戚熟葉,花芽,引張あて材,老化組織由来の cDNA ライブラリー
より33,446クローンがすでにシークエンスされた｡さらに,成長点や根,心材や樹皮などのその他多数
の組織由来の cDNA ライブラリーデータが蓄積 されつつあ り,一部のデータは GenBankに公開され
る予定 (http://www.biochem.kth.SC/PopulusDB/frame2.html)｡
我が国では,｢スギのゲノム解析 とその高度利用に関する基礎的研究｣ という表題でプロジェク トが
動いており,これまでに1,398個の特異的な EST塩基配列が決定され10),ホームページ上で公開されて
いる (http://www.fpri.afrc.go.jp/labs/cjgenome/database/cjdatae.html)｡
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